
１　検討テーマ

嶺南地域のバイオマス資源を利用した燃料製造等の実証・研究

２　検討内容

①　活用するバイオマス資源（木質、廃棄物、汚泥等）の検討と利用可能量等の検証

②　バイオマス活用技術の検討

③　事業の実施体制、運営主体、事業費等に関する検討

④　事業の実施に向けた課題の整理
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資料４－２



４ 議事内容 

（１）各社のバイオマスエネルギー技術の説明 

（２）バイオマス資源の現状 

（３）嶺南地域におけるバイオマス資源の活用に関する意見交換 

（４）今後の進め方 

 

 

５ 主な意見 

（１）技術開発の現状 

・バイオマスの燃料化技術としては、食品系や生物系は発酵ガス化、木質系は分解が難

しいので炭化が優位。 

・東京都は下水処理施設の汚泥を炭化して、火力発電所の燃料として利用している。炭

化燃料は、ボイラー等の設備を損傷しにくいのが特徴。 

・世界で初めて小型の超臨界ＣＯ２ガスタービンを実証。廃棄物処理施設の設備をその

まま利用可能。実証段階であり、実用化に向けて大手メーカーによる中長期的な技術

開発が必要。 

・県内では、越前市と若狭町で木質ペレットが製造。越前市では、製材所が自社の燃料

として利用。若狭町では、学校に導入したペレットストーブの燃料として利用。 

 ・舞鶴火力発電所では、品質面、価格面において、カナダ産と同等であれば、設備的に 

は 1 万トン程度の追加混焼は可能。 

 

（２）事業の実現性 

・バイオマスについては、入口（原料の提供元）と出口（燃料の供給先）を決めて、バ

ランスの取れた供給と需要を構築することが重要。 

・木質バイオマスとして、国内で原料（間伐材等）を安価に確保することは困難。  

・下水汚泥の炭化プラントは、100 トン/日の処理量がないと採算がとれない。４～５年

で回収できる価格設定。嶺南地域では、年間約 8,000 トン（４トン／日）しか発生し

ない。また、ほとんどが再利用されている。 

・藻類等のバイオマスから燃料を製造する研究開発も進められている。培養技術等も併

せて研究してはどうか。 

 

 

６ 今後の検討の方向性 

  バイオマスを活用した燃料製造事業の実施、中長期的な研究開発に向けて、次のこと

について検討等を行う。 

・活用可能なバイオマス資源の確保と利用技術 

・生産するバイオマス燃料の供給先 

・バイオマス実証事業として全体スキーム、実施主体、事業費等 

・バイオマス研究開発として研究テーマ、研究体制、事業費等 


